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議会運営委員会会議録 

 

招  集   

平成３１年３月８日（金）午前９時２０分 議会委員会室 

出席委員（７人） 

（委員長）田 村 謙 介（副委員長）前 原   茂 

伊 藤 ひろえ  岡 田 啓 介  岡 村 英 治  国 頭  靖 

西 川 章 三 

欠席委員（１人）   

 尾 沢 三 夫 

議長及び副議長 

渡辺議長 岩﨑副議長  

説明のため出席した者 

 伊木市長 伊澤副市長 

 【総務部】辻部長 

   [財政課] 下関課長 長谷川総括主計員 小梅川主任 

[秘書広報課] 土井課長  

出席した事務局職員 

先灘局長 長谷川次長 足立係長  

傍聴者 

 安達議員 稲田議員 今城議員 奥岩議員 門脇議員  

戸田議員 又野議員 三鴨議員 矢田貝議員 

協議事件   

１ 陳情の取り扱いについて  

２ ３月定例会の日程について  

３ 意見書について 

４ 決議について  

５ 平成３１年度議会閉会中の委員会開催日程（案）について  

６ ６月定例会日程（案）について  

７ その他 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～  

 

午前９時１９分 開会 

○田村委員長 ただいまより、議会運営委員会を開会いたします。 

 尾沢委員より本日欠席の届が出ておりますので、御報告申し上げます。 

 それでは協議事件１番、陳情の取り扱いについて、事務局より報告をいただきます。 

事務局長お願いします。 

○先灘議会事務局長 提出されました６件の陳情につきましては、全てごらんのとおり賛

同議員がつきましたので、付託委員会とあわせて確認をお願いいたします。なお２６号の

原子力発電の陳情につきましては、原子力発電の特別委員会に付託が決定されましたら、

特別委員会に付託するという運びになります。説明は以上でございますので、確認をお願
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いいたします。 

○田村委員長 事務局からの説明ございました。委員の皆様、意見等ございませんでしょ

うか。 

〔「なし」と声あり〕 

○田村委員長 では、これで御確認をよろしくお願いします。 

 続きまして協議事件２番、３月定例会の日程について、（１）、（２）、（３）一括して事務

局より御説明をお願いいたします。 

 事務局長。 

○先灘議会事務局長 まず、特別委員会の日程の追加でございますが、３月２０日、予算

決算委員会終了後に原子力発電・エネルギー問題等調査特別委員会の開催を、陳情審査の

ため行う予定としております。 

 次に３月１２日の日程でございますが、資料３をごらんください。まず各個質問が遠藤

議員から行われまして、次に日程２としましては、当初提案の４６件の議案につきまして

の質疑、委員会付託。それから日程３としましては、陳情の６件につきましての委員会付

託を行う予定にしております。 

 次に発言の通告でございますが、当初提案の４６件の議案に対する質疑の通告が、本日

正午まで。それから予算総括質問が来週の月曜日１２時まで。それから追加予定議案、人

事案件２件を予定しておりますので、それの質疑の通告が３月２０日水曜日正午まで。討

論が３月２２日の金曜日正午までとなっておりますので、以上につきまして確認をお願い

いたします。以上でございます。 

○田村委員長 事務局よりの説明がございました。委員の皆様、御意見等ございませんでし

ょうか。 

〔「なし」と声あり〕 

○田村委員長 それではこの日程等、御確認いただけたということで、よろしくお願いい

たします。 

 続きまして協議事件３番、意見書についてでございます。さきの議運のほうで各会派持

ち帰り案件とさせていただきました意見書、食品ロス削減に向けてのさらなる取り組みを

進める意見書（案）について、でございます。各会派の持ち帰り協議の結果をお話しいた

だければと思います。 

 それでは、よなご・未来さん。 

○西川委員 このロスについては、このとおり賛成いたします。 

○田村委員長 賛成。はい、それでは共産党市議団さん。 

○岡村委員 私どもは意見書提出に賛成です。 

○田村委員長 賛成。はい、それでは公明党議員団さん。 

○前原委員 賛成です。 

○田村委員長 賛成ですね、はい政英会さんは。 

○岡田委員 食品に関してはですね、賛成です。 

○田村委員長 賛成。はい、それでは信風さん。 

○伊藤委員 私たちも賛成なんですけど、ひとつ教えていただけますでしょうか。 

 ２番の商習慣の見直し等というのは、３分の１ルールのほかに何かあるんですかね。 

○田村委員長 それでは、前原委員。 
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○前原委員 私も知っているのは３分の1ルールだと思いますので。 

○伊藤委員 そうですか、はい、承知しました。 

○田村委員長 よろしいですか。はい、それでは、まるということで。 

 それではこの意見書については提出するということで、各会派揃ったということでよろ

しいでしょうか。 

〔「はい」と声あり〕 

○田村委員長 それではそのように進めさせていただきます。 

 続きまして協議事件４番、決議についてでございます。これも持ち帰り案件とさせてい

ただきました、「辺野古新基地建設が沖縄県民にのみ過重な負担を強い、その尊厳を踏み

にじるものであることに鑑み、解決に向けた主体的な取り組みを日本国民全体に呼びかけ

るとともに、政府に対し、沖縄県民の民意を尊重することを求める決議」について、でご

ざいます。こちらについても各会派の持ち帰り結果をお願いいたします。 

 よなご・未来さん。 

○西川委員 よなご・未来としてはですね、沖縄の歴史を鑑みて、またせんだっても民意

の問題含めて、これは当然至極のことだというふうに思っております。 

○田村委員長 賛成ということですね。共産党市議団さん。 

○岡村委員 私どもは趣旨には賛同するんですけれども、全体としていろいろの疑問点な

どもあるということの中で、例えば２月１日以降、提出された日以降に、２月２４日に県

民投票が行われたということで、圧倒的多数の７２パーセントですか、ということで辺野

古新基地建設反対という民意が示されたということを踏まえて、ここに書いてあるように

政府に対し沖縄県民の民意を尊重することを求める決議というふうな形で、ぜひまとまっ

ていけたらなというふうに考えています。以上です。 

○田村委員長 はい。それでは公明党議員団さん。 

○前原委員 はい、賛同しかねるということで。普天間基地の状況から始まった話であり

ますし、また国防に関することで、国会で議論を闘わせておりますけれども、我々として

はですね、静かに見守っていきたいなと思っておりますので、賛同しかねます。 

○田村委員長 はい、わかりました。それでは政英会さん。 

○岡田委員 はい、政英会としてもこれは賛同しかねるということで。基本的には外交、

防衛に関しては国の専権事項ということもございますし、ここに沖縄県民にのみ過重な負

担を強い、その尊厳を踏みにじるものであることに鑑み、ということが表題のところにあ

るんですけれども、決して辺野古新基地建設が沖縄県民の皆様の尊厳を踏みにじるという

ものではないということであります。さまざまな御意見、さまざまな民意があることは重々

承知をしておりますが、やはり外交、防衛に関しては国の専権事項ということで、国の意

見を尊重したいと考えます。 

○田村委員長 では、信風さん。 

○伊藤委員 私たちは民意を尊重するということについては、本当にそのとおりだと思っ

ておりますので、賛同したいと思います。 

○田村委員長 はい、わかりました。そうしたら賛同が多いということでございますが、

この決議は賛同ということでよろしゅうございますか。 

 事務局、これは…。 
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〔「全会一致でないと」と声あり〕 

○先灘事務局長 委員会として提出する場合は全会一致という形ですが、賛否が分かれて

おりますので、その取り扱い、有志で出されるのかどうなのかを含めて御確認をお願いい

たします。 

○田村委員長 そうですね、すみません、私が失念しておりました。全会一致が基本でし

たけれども、全会一致となっておりませんので、賛同会派等の署名等で提出ということも

ございます。そういうことで、議運としてはそれでよろしいでしょうか。 

〔「それでいい」と声あり〕 

○田村委員長 よろしいですね。では、これについては皆さんの意見がそろったというこ

とで解してよろしいですね。 

○岡村委員 一言お伝えさせていただきますけれども、この中でいろいろ書いてあるんで

すけれども、「同じ国民として痛みを分かち合い、苦しみを共有し主体的に解決策を模索

する」とか、そういう文言が入っておる中でですね、これはとりようによってはですね、

沖縄の基地を日本全体に分散させるというふうなことにもとられかねないじゃないかと、

私は危惧しております。そういった点で、全面的にこのことについて賛同するということ

に至らなかったのは、そういうことがあるので、そこらへんはぜひ配慮をお願いしたいと

いうふうに思います。 

○前原委員 確認したいんですけれども、それは賛同しないということですか。 

○岡村委員 このままだと、これ自体には賛同できかねるという意味です。 

○田村委員長 ああ、できかねる、かねるですか。ということは、やはり全会一致ではな

いんですけれども、できかねるのほうが多いというふうに解しまして…。 

（「いや、同数だ」と声あり） 

（「全会一致してないよ」と渡辺議長） 

（「全会一致してないので、そこで終わりだ）と声あり） 

（「では一回決を採りませんか、採れないんですか」と声あり） 

（「決を採るのは自由だけど」と声あり） 

 賛同される会派の連名で出されるという、するしないはお任せするということでよろし

いですね。 

〔「はい」と声あり〕 

○田村委員長 はい、ではそういう取り扱いにさせていただきますので、よろしくお願い

します。 

 それでは続きまして、協議事件５番、平成３１年度議会閉会中の委員会開催日程（案）

について。それと６番、６月定例会日程について（案）について。事務局お願いします。 

○先灘議会事務局長 閉会中の委員会の日程の案がございます。定例会開催月を除く月、

３日間、午後１時から３常任委員会で予定を組んでおりますので、閉会後の議運で確認し

ていただきます。 

 それから６番の６月定例会の日程案、資料５でございますが、これは統一選挙の関係で

市長会、議長会の日程が６月にずれ込んだ関係で、若干通常の年よりも遅く開会の予定の

案を組んでおります。 

 ６月１３日開会で、７月２日の閉会、会期が２０日間という予定であります。なお、こ

の平成３１年というのはもう新年号になりますので、呼称としましては合併後の申し合わ
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せとしまして、年号プラス年が入って、何月定例会とか臨時会という形になりますので、

今回の場合は新年号元年の６月定例会という形で、改めて決定次第配付させていただきた

いと思います。説明は以上でございます。 

○田村委員長 はい、ただいま事務局より御説明ございました日程についてでございます。

資料５につきましては先ほど説明あったとおり、平成３１年の部分が新年号元年というこ

とで、後ほどお知らせがあるということでございます。 

 各委員の皆様、御意見等ございませんか。よろしいですか。 

〔「はい」と声あり〕 

○田村委員長 これにつきましては、各会派持ち帰り案件とさせていただいて、確認を３

月２５日の議会閉会後の議運において確認を再度させていただきたいと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。 

 それでは最後、協議事件７番、その他でございます。 

 今後の議会運営委員会の開催についてでございます。最終日３月２５日月曜日、午前９

時２０分から開会したいと思います。委員の皆様よろしいでしょうか。 

〔「はい」と声あり〕 

○田村委員長 ほかに委員の皆様、御意見ございませんか。 

○岡村委員 ちょっとよろしいですか。 

○田村委員長 はい、岡村委員。 

○岡村委員 先日矢田貝議員の質問中だったんですけれども、防災行政無線が流れて、ち

ょっと聞き苦しかったというところがあって、こういったことについては何か対応できな

いものでしょうか。ちょっとお聞きしたいと思うんですけれども。 

○田村委員長 はい、では辻総務部長。 

○辻総務部長 この間かなりな音で流れましてたいへん御迷惑をおかけし、申しわけあり

ませんでした。 

 ここの上に一つ、スピーカーといいますか音声が流れるようなものがありまして、それ

が流れてしまったということでありましたけれども、内容が警察のほうから今詐欺が横行

しているということで、注意喚起を促すということでありまして、緊急性という点におい

ては、そう高くなかったというふうに思っております。したがいまして、特に議会中にお

きましては、よほど緊急性が高いような、避難してくださいとかそういったことでない限

り、以降あのような放送がないように心がけますので、このたびは御容赦いただきたいと

存じます。すいませんでした。 

○岡村委員 技術的には可能なわけですか、対応は。 

○辻総務部長 今言いましたのは案件によって分けるということ、それからここだけ鳴ら

ないようにするということも、もう一つ可能でございます。ですのでそこら辺りもその時々

で臨機に対応を考えたいというふうに思っております。申しわけありませんでした。 

○岡村委員 よろしくお願いします。 

○田村委員長 はい、岡田委員。 

○岡田委員 それであれば、ここを鳴らさないとここの近所の方が聞きづらいということ

であれば、議場を止めればいいだけのことだと思うんで、議会を優先するのか市民の皆さ

んを優先するのかということで、緊急性がないといっても詐欺のことに関して言ったら、

今現実に、この間の案件でも起こってるんで、今電話があったらそういうのに対応しない
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で下さいよと言ってるんで、これは緊急性があるといえばありますし、そこまで緊急性が

ないといえばないのかもしれませんけど、そこは議会のほうを一時中断するということで

もいいんじゃないかと思うんですけれどもね。そこは話し合ってもらってですね、とにか

く止めるなんてことが最優先なんていうのはちょっと判断としてはおかしいですよね。市

民の皆さんにとってどうだということが判断基準だと思いますんで。それで、そちらのほ

うで調整してやってもらったほうがいいと思います。 

○辻総務部長 岡田委員さんの御意見も踏まえまして調整したいと思います。 

○田村委員長 よろしいですね。 

〔「はい」と声あり〕 

○田村委員長 はい、では確認いただきました。最後に議長何か。 

○渡辺議長 ありません。 

○田村委員長 はい、わかりました。それでは以上をもちまして議会運営委員会を閉会い

たします。 

午前９時３６分 閉会 

 

米子市委員会条例第２９条第１項の規定により署名する。  

 

議会運営委員長  田 村 謙 介 


